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連絡先

東日本大震災女性支援ネットワーク
住所：東京都文京区向丘 1-7-8　 
TEL/FAX：03-3830-5285
E-mail：office@risetogetherjp.org　
Web： http://www.risetogetherjp.org
twitter： @risetogetherjp
●メールマガジンをご希望の方は事務所までメールか
お電話でお申し込み下さい。

●研修チーム
　ジェンダー・多様性配慮を実践している女性団体よりも一般
の支援団体への働きかけをおこなうことを目的として、大学、
ボランティア派遣・支援団体に向けての研修をおこない、その
事例調査について報告。現地で研修のニーズが高く、今後は、
各地で研修を行なえる体制をどう整えるか、自治体にどう伝え
ていくかが課題だ。そのため
に現在、絵と解説からなる研
修ツールとして事例集を作成
中で、その一例が示された。

東日本大震災女性支援ネットワーク

22012.

Rise Together : 
Women’s Network for East Japan Disaster

http://www.risetogetherjp.org

　 東日本大震災女性支援ネットワークの中間報告会「復興・災
害とジェンダー・見えてきた女性支援の課題」が 1 月 29 日、
東京・文京学院大学で開催され、120名近くが参加した。同ネッ
トワークは復興・防災の過程に、ジェンダー・多様性の視点を
入れることを目的に 2011年 5月から活動をはじめたが、今回、
各チームの活動について中間報告をおこなうとともに、今後の
政策課題について討議を行った。

▼リストアップ運動
　女性の側から復興・防災会議に人材を提供し登用を進める目
的ではじめた「女性の人材リストアップ運動」の経過を発表。
今回は全国（暫定）版として 40 人のリストが紹介された。共
同代表による開会の挨拶でも、これを機に各地でも運動が広が
ることを期待すると発言があった。世話人からは設立からこれ
までの運動の経過が紹介されたのち、各チームの報告に移った。
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東日本大震災女性支援ネットワーク　中間報告会
「復興・災害とジェンダー・見えてきた女性支援の課題」報告

「私たちの復興会議～つながる、ひろがる、変える！～」開催
●ゲイジャパンニュース共同代表　東日本大震災女性支援ネットワーク世話人　山下梓

▼岩手県盛岡市
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自分と向き合って～フォトワークショップに参加して
●阿部文恵
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▼神戸市

▼宮城県南三陸町

「私たちの復興会議～つながる、ひろがる、変える！～」開催▼岩手県盛岡市

自分と向き合って～フォトワークショップに参加して

阪神淡路大震災から 17年たって　　

「復興の成功には、コミュニティの維持が欠かせない」フィリピン人被災者・三浦マリさん▼宮城県南三陸町

開会の挨拶（左）と世話人

岩手日報 2012.1.17

　1 月 15 日、岩手県盛岡市で「私たちの復興会議～つながる、
ひろがる、変える！～」（もりおか女性センター主催）が開催
された。
　第 1 部では、奥山恵美子仙台市長が、「震災と女性たち」と
題して講演。仙台市の被災状況や仙台市宮城野区での「岩切の
女性たちによる防災宣言」（2010年6月）の取組などを紹介。「発
災後初めのうちは男性が中心となり避難所が運営されたが、時
間が経つにつれ多様なニーズが出てくるようになり、リーダー
シップだけの運営は敬遠されるようになった。避難所でも復興
過程でも生活者としての女性の視点が大切」と話された。
　第 2 部は、「3.11 からのスタート～つながる、ひろがる、変
える～」をテーマとしたシンポジウムで、全国の大学生ボラン
ティアを受け入れる、いわてGINGA-NETの八重樫綾子さん（岩
手県立大学生）が、震災前からの災害ボランティ
アセンター設置・運営のトレーニングや、がれき
撤去や仮設住宅でのお茶飲みサロン運営などのボ
ランティアの経験について報告された。
　続いて、岩手レインボー・ネットワークを主宰
する私から、障害者、高齢者、LGBT など “ マイ
ノリティ ” の災害時の経験について報告。LGBT

は、普段からセクシュアリティを明らかにできない状況が災害
時にも現れ、「自分がレズビアンだって忘れてた」、「普段から
ゲイであることも同性のパートナーがいることも地元では言っ
ていない。だから、震災があるからといって、特にゲイとして
困ることはない」などの声があったことを紹介しました。
　石井布紀子さん（NPO 法人さくらネット）からは、東日本
大震災での経験から、設置は原則 7 日間と定めた災害救助法の
「避難所」の定義の見直しの必要性や、「不合理なわがままはよ
くないが、避難生活の中で『快適』を求めることはぜいたくで
はないはず」との指摘がありました。

　東日本大震災で勤めていた会社は壊滅的被害を受け、3 月か
ら休業を強いられています。転職が再開できるかと悩んでいる
ときに誘われたのが、フォトワークショップでした。震災の時
の様子、現在の心境など、写真を通じながら参加した人たちと
口中しています。
　体育館の布団１枚が自分の居場所。仕切りのない共同生活。
自分の言葉や人に対し過敏になり、心にかかる負担があまりに
も大きくなりすぎて、肉体的疲労より、精神的苦痛で逃げ出し
たくなった時もありました。
　避難所での生活は６カ月に及びました。今は仮設住宅に入る

ことができ、家族
で生活できること
に安らぎを感じて
います。
　自分の進む道に
結論は出ていない
けれど、険しいデ

コボコだらけの道であっても、私は前を向いて、ゆっくりと一
歩一歩歩んで行こうと思っています。人生の折り返し地点の今
が、チャンスなのかもしれないから。　　
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阪神淡路大震災から 17年たって　　
●NPO法人ウィメンズネット・こうべ代表理事　東日本大震災女性支援ネットワーク世話人　正井禮子

「復興の成功には、コミュニティの維持が欠かせない」
フィリピン人被災者・三浦マリさん

●ジャーナリスト　スベンドリニ・カクチ

▼宮城県南三陸町

▼神戸市●メディアチーム
　南三陸町で行ったワークショップをビデオ映像にまとめて報
告。被災地の女性が、デジタルカメラで写真を撮って文章を書
くことを通して、自分の考え
や気持ちを表現できる機会を
作った。その様子は、「浜の
風だより～青い海の街から
～」という通信にまとめて会
場で配られた。

●支援チーム
　ボランティア派遣に参加者の応募経路、参加の動機、属性、
感想を発表。女性被災者や被災地の状況を目の当たりにした経
験を地域に伝え、今後も自分にできることをしたいという感想
が多かったことが紹介された。支援チームのボランティア派遣
プロジェクトは、団体に属していない女性一人でもボランティ
アとして参加できる窓口の役割を果たしたといえる。

●調査チーム
　支援者調査、女性と子どもへの暴力調査、女性被災者の参加
型アクション調査といったそれぞれの調査活動の紹介と、そこ
から見えてきた課題が示され、改めて支援における調査の重要
性が認識された。どの調査も調査対象者のプライヴァシー保護
等の倫理的観点から、詳細な調査内容を公表できないという制
約があったが、そのことがかえって被災者の抱える問題の深刻
さを物語っている。

●政策提言活動
　政策提言活動は、被災三県への要望書提出や厚生労働大臣へ
の申し入れによる活動成果が報告された。特にネットワークの
要望により国が被災地雇用の男女別統計を出すようになったこ
とは重要である。
　参加者からは、地域包括支援センターとの連携、ソーシャル・
ワーカー、障がい者、外国人、ひとり親、特に父子家庭につい
てさらなる取り組みを期待する声が上がった。被災地支援を続
けている団体からは「国に言っても現地では変わらない。具体
的に各地域の避難所マニュア
ルの策定委員会、そして避難
所の運営に女性を入れること
をやったらよい」との具体的
な提言もあった。これからは
市町村の防災計画にいかに書
き込ませるかが鍵だ。

　91 年からウィメンズネット・こうべという団体で、男女平
等社会の実現をめざし活動をしていました。94 年の春、女た
ちが本音を語り元気になるスペースとして「女たちの家」を開
設。ＤＶ被害の相談が寄せられ 12 月にシェルター活動を始める
ようになった矢先に、震災に遭遇し「女たちの家」も失いました。
　震災直後「女性支援ネットワーク」をたちあげ、電話相談や
女性だけで語り合える支援セミナー、乳幼児を連れたお母さん
の集いなどを開催。そこに、避難所の女性役割の強化、不当解雇、
児童虐待、ＤＶや性被害などさまざまな声が寄せられました。
女性が男性より 1000 人多く死亡、10 万人近いパート労働者
が解雇され、女性の貧困が浮き彫りになりました。「日本には
男と女という階層があり、災害は同じようにきたが、被害は女

性たちにより深刻だっ
た」と痛感しました。
残念ながら当時、女性
の人権や女性への暴力
はあまり問題とされま
せんでした。
　あれから 17 年、東

日本大震災による被災地
の女性たちの状況はどう
でしょうか。確かに女性
に対する暴力防止の取り
組みはされています。し
かし、災害救援や復興に
おける男女共同参画とい
う点ではまだまだ不十分です。3.11 以降、内閣府は何度も自
治体に避難所運営や、復興計画策定に女性の参画を要望してい
ましたが・・。雇用創出も男性に偏っています。これは日頃か
ら意思決定の場に女性の数が少ないことが大きな要因だと思い
ます。
　日本は現在、世界の男女格差ランキングで 135か国中 98位。
ジェンダー格差の大きい国ほど災害時の女性の被害は大きいと
いう調査があります。被災地の女性たちの一日も早い生活再建
や、復興に女性の声を反映させるため、ジェンダーの視点に基
づいた新たな制度や仕組みが必要です。全国各地の女性たちが
連携し、知恵をだしあってつくっていけたら、それは全ての女
性たちの明日につながると信じています。

　カキとわかめの産地としても有名な宮城県南三陸町に住む、
フィリピン人の三浦マリさんは、3月 11日、津波で家を失った。
マリさんと義母は難を逃れ、3 人の子どもたちは学校にいて無
事だった。海に出ていた日本人の夫と義父は奇跡的に助かった。
「それは恐ろしい震災でした。船で海に出ていた夫や義父とは
もう再会できないと思いました。周囲の人たちからは、『夫が
亡くなっても気を強く持って、家族の面倒を見るんだよ』と言
われ、私は『どうか家族をお助けください！』と神に祈るばか
りでした」と当時をふり返る。
　震災から 1 年近くが過ぎ、戸倉町の高台の仮設住宅に住む、
マリさん一家の暮らしは、徐々に元に戻りつつある。夫は漁を
再開し、マリさんはわかめ干しやカキの養殖を手伝っている。
　マリさんは、戸倉町の福祉課の仕事で戸倉地区の７つの仮設
住宅を訪問している。グループに分かれ、被災者らとおしゃべ
りしたり話を聴いたりして時間を過ごす。仮設住宅に住むほと
んどは一人暮らしの高齢者である。
　「家や家族を失った人たちと笑ったり支えたり、家族のよう
に接しています。アルコール依存症やうつ状態と向き合うため

にも、こういう機会がとても重要で必要なのです」。
　マリさんはフィリピンのルソン島の出身で、敬虔なクリス
チャンである。他のフィリピンから嫁にきている人たちととも
に、毎週ミサに出ることをとても楽しみにしている。
　魚加工工場が被災したために、新しい仕事を探している多く
の女性たちは、高齢者のデイケアサービスのような介護施設で
働き始めている。しかし、マリさんは漁業の復興を待ち望んで
いる。「漁業は、朝早くから夜遅くまで、かなりきつい仕事で
すが、収入は安定していました。南三陸
の漁業が１日も早く復興することを願っ
ています」。
　最後にマリさんに南三陸の被災者に今
必要な支援は何かと尋ねると、「私たち
はお互いに助け合い、一緒に生きていく
ことが必要です。従来のコミュニティの
つながりが持てるような、被災者が一同
に集える場所があれば、復興にとても役
立つのではないか」と語った。

被災地の女性団体
「しんぐるまざあず・
ふぉーらむ福島」か
らの活動報告とメッ
セージも会場で読ま
れました。

「アテナの情熱（アクリルたわ
し）」など、みやぎジョネット
の物品を販売し、海苔や手提げ
袋は完売しました。売上は、全
部で 18,350 円になり、ジョ
ネットが行う被災地での支援活
動に使われます。

★ホームページ
http://risetogetherjp.org/?p=492 　から、
当日のユーストリームで中継された内容、リストアップ運動や
各チームの資料の詳細をご覧になれます。

　ネットワークでは、2月 27日（月）午後に東京の議員会館で、
「復興計画・防災計画にどのように男女共同参画・多様性の支
援を盛り込むべきか」という院内集会を企画している。関心の
ある方は、事務局までご連絡下さい。
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